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令
和
６
年

第
２
回　
臨
時
会

４
月
22
日

議
案
第
31
号　
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

■
専
決
処
分
の
対
象  

伊
佐
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
議
案
の
概
要

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

令
和
６
年
３
月
30
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
令
和
６
年
度
分
の
納
税
者
に
係
る
個

人
住
民
税
所
得
割
額
か
ら
の
定
額
減
税
、
固

定
資
産
税
の
負
担
調
整
措
置
等
の
期
間
延
長

な
ど
の
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
も
の
。

■
専
決
処
分
を
し
た
日

令
和
６
年
３
月
31
日

■
採
決
の
結
果

全
会
一
致
で
承
認

議
案
第
32
号　
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

■
専
決
処
分
の
対
象  

伊
佐
市
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
議
案
の
概
要

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
が
令
和
６
年
３
月
30
日
に
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
、
減

額
措
置
に
関
す
る
軽
減
判
定
所
得
の
基
準
額

の
見
直
し
に
係
る
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
も

の
。

■
専
決
処
分
を
し
た
日

令
和
６
年
３
月
31
日

■
議
案
の
主
な
質
疑

畑
中
　
香
子 

議
員

畑
　
中　
国
保
税
の
限
度
額
引
き
上
げ
に

よ
り
、
税
額
が
引
き
上
げ
と
な
る
対
象
者
の

所
得
区
分
と
引
き
上
げ
と
な
る
金
額
、
対
象

者
の
人
数
は
。

税
務
課
長　
後
期
高
齢
者
医
療
支
援
金
分

の
22
万
円
か
ら
24
万
円
の
限
度
額
引
き
上
げ

で
あ
る
。
現
行
の
22
万
円
で
限
度
超
過
を
し

て
い
る
世
帯
が
13
世
帯
あ
る
が
、
新
た
に
限

度
額
超
過
と
な
る
世
帯
は
な
い
。

畑
　
中　
今
回
の
改
正
で
国
保
会
計
へ
の

影
響
は
。

税
務
課
長　
軽
減
判
定
の
基
準
も
変
更
に

な
る
が
、
現
在
行
っ
て
い
る
本
算
定
の
結
果

を
待
た
な
け
れ
ば
回
答
は
難
し
い
。

■
採
決
の
結
果

全
会
一
致
で
承
認

議
案
第
33
号　
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

■
専
決
処
分
の
対
象  

令
和
６
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

■
今
回
の
補
正
額

92
万
3
0
0
0
円

■
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
額

1
9
8
億
6
6
9
2
万
3
0
0
0
円

■
議
案
の
概
要

地
方
自
治
法
第
74
条
の
２
の
規
定
に
基
づ

き
提
出
さ
れ
た
住
民
投
票
条
例
制
定
請
求
者

署
名
簿
の
審
査
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、

所
要
の
措
置
を
行
っ
た
も
の
。

■
専
決
処
分
を
し
た
日

令
和
６
年
４
月
４
日

■
採
決
の
結
果

全
会
一
致
で
承
認

議
案
第
34
号　
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て　
　
　

■
議
案
の
概
要

新
庁
舎
の
建
設
及
び
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
大
規
模
改
修
を
実
施
す
る
た
め
「
伊

佐
市
新
庁
舎
建
設
工
事
・
大
口
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
大
規
模
改
修
工
事
」
の
条
件
付
き
一

般
競
争
入
札
の
実
施
結
果
を
受
け
て
、
入
札

価
格
36
億
7
0
6
0
万
円
に
消
費
税
を
加
算

し
た
価
格
40
億
3
7
6
6
万
円
で
、
西
松
・

林
・
富
士
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
と
の

「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
」
に
つ
い
て
、
議

決
を
求
め
る
も
の
。

■
議
案
の
主
な
質
疑

遠
矢
　
寿
子 

議
員

遠
　
矢　
入
札
に
先
立
ち
本
工
事
の
設
計

図
書
等
の
配
布
を
受
け
た
の
は
何
社
か
。

財
政
課
長　
４
社
。

遠
　
矢　
建
築
工
事
費
の
内
訳
を
示
せ
。

財
政
課
長　
工
事
内
容
は
、
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
ア
ト
リ
ウ
ム
解
体
、
ス
ク
エ
ア
広
場

工
作
物
解
体
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
大
規
模

改
修
、
新
庁
舎
建
設
工
事
で
あ
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
部
分
に
つ
き
落
札
者
が
見
積
も
っ
た

額
は
不
明
。
設
計
書
に
お
け
る
設
計
額
は
市

が
所
持
し
て
い
る
が
、
今
後
の
電
気
設
備
工

事
、
機
械
設
備
工
事
等
の
入
札
執
行
に
支
障

が
あ
る
た
め
現
時
点
で
は
公
表
で
き
な
い
。

関
連
工
事
等
の
入
札
終
了
後
に
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
部
分
、
新
庁
舎
建
設
部
分
の
金
額
を

整
理
し
て
示
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

遠
　
矢　
建
築
工
事
の
着
工
予
定
は
。

財
政
課
長　
年
明
け
の
予
定
。

遠
　
矢　
昨
年
８
月
の
臨
時
議
会
で
令
和

５
年
～
８
年
度
の
継
続
費
と
し
て
64
億

3
0
0
0
万
の
補
正
予
算
が
成
立
し
た
が
、

今
回
の
建
築
工
事
契
約
金
額
を
差
し
引
い
た
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残
額
23
億
9
2
3
4
万
円
が
電
気
設
備
工
事
、

機
械
設
備
工
事
費
と
の
認
識
で
よ
い
か
。

財
政
課
長　
そ
の
認
識
で
よ
い
。
予
算
額

は
少
し
余
裕
が
あ
る
。

遠
　
矢　
本
契
約
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の

報
告
や
説
明
は
。

財
政
課
長　
予
定
し
て
い
な
い
。
入
札
結

果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
。

工
事
の
進
捗
等
に
応
じ
て
「
広
報
い
さ
」
等

で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
。

畑
中
　
香
子 

議
員

畑
　
中　
公
示
時
点
で
応
札
者
が
１
共
同

企
業
体
の
場
合
で
も
入
札
を
実
施
す
る
と
し

た
理
由
は
。
参
加
資
格
の
条
件
は
一
般
的
な

も
の
だ
っ
た
の
か
。

財
政
課
長　
契
約
は
、
電
子
入
札
を
実
施
、

入
札
に
参
加
す
る
事
業
者
は
、
結
果
が
わ
か

る
ま
で
何
社
参
加
し
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い

仕
組
み
で
あ
る
。
最
終
的
な
応
札
が
１
共
同

企
業
体
の
み
で
あ
っ
た
。

畑
　
中　
1
9
9
2
年
当
時
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
を
建
設
し
た
の
も
西
松
建
設
と
地
元

の
企
業
体
で
あ
る
。
建
設
か
ら
10
年
程
で
不

具
合
が
頻
発
し
て
い
た
が
、
契
約
不
適
合
責

任
条
項
は
あ
る
の
か
。
そ
の
期
間
は
。

財
政
課
長　
あ
る
。
引
き
渡
し
を
受
け
て

か
ら
２
年
以
内
で
あ
る
。

畑
　
中　
1
9
9
0
年
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
着
工
時
の
総
事
業
費
12
億
5
0
0
0
万
円

が
、
完
成
時
に
は
17
億
9
0
0
万
円
と
1
．4

倍
に
膨
ら
ん
だ
。
今
後
、
工
事
費
は
膨
ら
ん

で
い
く
恐
れ
は
な
い
か
。

財
政
課
長　
今
後
の
推
移
に
つ
い
て
は
、

回
答
で
き
な
い
。

庵
下
　
信
一 

議
員

庵
　
下　
西
松
・
林
・
富
士
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体
以
外
の
応
札
企
業
体
は
。

財
政
課
長　
応
札
企
業
は
１
共
同
企
業
体

だ
け
で
あ
っ
た
。

庵
　
下　
落
札
金
額
と
落
札
率
は
。

財
政
課
長　
契
約
金
額
40
億
3
7
6
6
万

円
が
落
札
金
額
で
、
落
札
率
は
99
．9
％
で

あ
る
。

庵
　
下　
１
共
同
企
業
体
の
応
札
で
競
争

原
理
は
機
能
し
た
と
い
え
る
か
。
ま
た
、
１

共
同
企
業
体
の
み
の
応
札
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
か
。

財
政
課
長　
入
札
公
告
を
閲
覧
さ
れ
た
事

業
者
が
、
様
々
な
情
勢
・
事
情
を
踏
ま
え
た

上
で
判
断
さ
れ
た
結
果
が
、
１
共
同
企
業
体

の
み
で
あ
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。
入
札
に

つ
い
て
は
、
適
正
に
実
施
し
何
ら
問
題
な
い

と
考
え
る
。

庵
　
下　
建
設
資
材
等
の
高
騰
が
続
く
中
、

工
事
請
負
契
約
を
急
ぐ
理
由
は
。
ま
た
、
資

材
高
騰
対
応
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
契
約
条

項
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
か
。

財
政
課
長　
建
設
工
事
を
急
ぐ
と
い
う
の

で
は
な
く
、
議
決
さ
れ
た
予
算
に
従
っ
て
計

画
通
り
進
め
て
い
る
。
資
材
高
騰
等
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
賃
金
水
準
又
は
物
価
水
準
の

変
動
に
よ
り
請
負
代
金
が
不
適
当
と
認
め
た

と
き
は
、
請
負
代
金
の
変
更
を
請
求
で
き
る

と
の
条
項
を
定
め
て
い
る
。
賃
金
・
物
価
水

準
が
大
幅
に
上
昇
し
、
こ
の
条
項
に
よ
る
請

求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
内
容
を
精
査
の
う

え
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

■
本
会
議
に
お
け
る
討
論

反
　
対　
庵
下
　
信
一 

議
員

住
民
投
票
条
例
の
制
定
を
求
め
て
提
出
さ

れ
た
5
4
7
0
筆
の
署
名
簿
の
精
査
が
行
わ

れ
て
い
る
。
有
権
者
の
２
％
を
大
幅
に
上
回

る
署
名
の
結
果
は
重
い
。
署
名
の
結
果
を
尊

重
し
て
開
催
さ
れ
る
議
会
審
議
の
後
、
工
事

請
負
契
約
を
締
結
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

賛
　
成　
岩
元
　
努 

議
員

市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
庁
舎
の
建
て

替
え
は
、
現
状
の
計
画
に
沿
っ
た
進
捗
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
面
積
、
建
設
費
の
削
減
を

図
り
、
合
併
推
進
債
・
公
共
施
設
等
適
正
管

理
推
進
事
業
債
の
活
用
で
、
市
民
負
担
の
軽

減
が
図
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
上
の
先
送
り

は
、
市
民
負
担
増
と
な
る
。

反
　
対　
遠
矢
　
寿
子 

議
員

も
う
着
工
す
る
と
い
う
の
に
工
事
費
の
内

訳
の
説
明
が
な
く
、
市
民
に
と
っ
て
は
ど
ん

ぶ
り
勘
定
で
総
額
が
決
ま
っ
た
の
と
変
わ
り

が
な
い
。
市
民
か
ら
見
直
し
を
求
め
る
根
強

い
声
が
上
が
っ
て
お
り
、
こ
れ
ほ
ど
説
明
不

十
分
で
は
賛
成
で
き
な
い
。

賛
　
成　
福
本
　
千
枝
子 

議
員

新
庁
舎
建
設
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
大
規

模
改
修
に
お
い
て
、
大
手
の
西
松
建
設
・
地

元
の
林
建
設
・
富
士
建
設
の
共
同
企
業
体
に

よ
り
、
40
億
3
7
6
6
万
円
で
落
札
さ
れ
安

堵
し
た
。
今
後
、
付
帯
工
事
等
の
予
算
は
出

て
く
る
が
、
新
庁
舎
建
設
に
反
対
す
る
理
由

が
見
つ
か
ら
な
い
。
早
め
の
着
工
を
望
む
。

反
　
対　
畑
中
　
香
子 

議
員

2
0
1
8
年
当
初
か
ら
40
億
円
8
0
0
0

㎡
は
大
き
す
ぎ
る
、
費
用
が
掛
か
り
す
ぎ
と

の
声
が
多
数
あ
っ
た
。
総
事
業
費
80
億
円
を

超
え
る
豪
華
庁
舎
建
設
に
対
し
て
市
民
の
理

解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。
住
民
投
票
を
求
め

る
声
が
上
が
っ
て
お
り
、
契
約
締
結
は
拙
速

で
あ
る
。

■
採
決
の
結
果

　
賛
成
多
数
で
可
決

（
賛
成
）
村
岡
・
星
野
・
竹
原
・
武
本
・

岩
元
・
森
山
・
今
村
・
緒
方
・
前
田
・

久
保
・
柿
木
原
・
福
本
議
員

（
反
対
）
遠
矢
・
庵
下
・
畑
中
議
員

議
案
第
35
号　
固
定
資
産
評
価
員
の

選
定
に
つ
い
て　
　
　

■
議
案
の
概
要

伊
佐
市
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
い

て
、
地
方
税
法
第
4
0
4
条
第
２
項
の
規
定

に
よ
り
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

■
採
決
の
結
果

全
会
一
致
で
同
意



伊佐市議会だより　2024 年（令和６年）第 63号 4

令
和
６
年

第
３
回　
臨
時
会

５
月
28
日

議
案
第
36
号　
伊
佐
市
新
庁
舎
建
設

80
億
円
規
模
の
現
計
画
の
是
非
を
問
う

住
民
投
票
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
議
案
の
概
要

伊
佐
市
新
庁
舎
建
設
80
億
円
規
模
の
現
計

画
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
条
例
の
制
定
の

請
求
を
令
和
６
年
５
月
９
日
に
受
理
し
た
の

で
、
意
見
を
付
け
て
付
議
す
る
も
の
。

■
市
長
の
意
見
書

住
民
投
票
条
例
の
制
定
に
反
対
す
る
立
場

か
ら
意
見
を
付
す
る
。

令
和
５
年
８
月
８
日
に
可
決
さ
れ
た
継
続

費
64
億
2
9
8
0
万
円
に
は
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
大
規
模
改
修
に
要
す
る
経
費
が
含
ま

れ
て
い
る
た
め
、
新
庁
舎
建
設
に
該
当
す
る

部
分
は
80
億
円
で
は
な
い
。「
新
庁
舎
80
億

円
に
賛
成
か
反
対
」
と
の
選
択
肢
と
し
て
、

前
提
が
成
立
し
な
い
。

こ
の
ほ
か
条
例
案
に
は
執
行
上
の
問
題
、

規
定
す
べ
き
内
容
の
不
足
、
条
文
間
の
不
整

合
な
ど
が
あ
る
。

■
代
表
者
意
見
陳
述
（
３
名
・
要
約
）

・
急
激
な
人
口
減
、
空
き
家
が
増
え
て
い
る
。

人
口
に
見
合
っ
た
庁
舎
建
設
を
求
め
る
。
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
単
独
で
建
設
し
、
現
庁

舎
の
と
こ
ろ
に
建
設
す
べ
き
。

・
子
育
て
世
代
や
高
齢
者
世
代
か
ら
様
々
な

不
安
や
心
配
の
声
を
聴
く
が
、
市
民
の
声
や

意
見
が
議
会
に
届
い
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

・
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
庁

舎
外
で
受
け
ら
れ
る
。
規
模
や
状
況
か
ら
今

と
同
等
以
下
で
考
え
る
べ
き
。
経
費
な
ど
具

体
的
な
数
値
を
含
ん
だ
説
明
を
透
明
化
さ
れ

た
う
え
で
、
建
設
に
対
し
て
賛
成
者
も
、
反

対
者
も
完
全
な
る
直
接
的
な
民
意
で
今
一
度

市
民
に
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
議
案
の
主
な
質
疑

岩
元
　
努 

議
員

岩
　
元　
修
正
議
決
と
い
う
方
法
や
考
え

方
も
あ
る
と
思
う
が
、
当
局
と
し
て
は
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

総
務
課
長　
伊
佐
市
新
庁
舎
建
設
80
億
円

規
模
の
現
計
画
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
条

例
制
定
請
求
に
関
わ
る
署
名
の
根
幹
を
修
正

す
る
こ
と
に
な
り
、
署
名
自
体
が
意
味
を
な

さ
な
く
な
る
。

遠
矢
　
寿
子 

議
員

遠
　
矢　
意
見
書
に
は
、
新
庁
舎
と
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
は
一
体
的
な
整
備
を
行
う
方

が
施
工
面
で
も
費
用
面
で
も
効
率
的
と
判
断

し
た
結
果
だ
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
点

に
つ
い
て
市
民
の
理
解
は
十
分
に
得
ら
れ
て

い
る
と
の
認
識
か
。

財
政
課
長　
説
明
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
な
ど
に
加
え
、
当
然
、
議
会
の
審
議
も

踏
ま
え
、
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

遠
　
矢　
意
見
書
に
は
、
こ
れ
ま
で
通
り

議
員
の
意
見
を
聞
い
て
理
解
を
得
な
が
ら
事

業
を
進
め
て
い
く
の
で
住
民
投
票
の
実
施
は

不
要
と
あ
る
が
、
議
員
の
意
見
を
聞
け
ば
十

分
で
あ
る
と
の
意
味
か
。

市
　
長　
議
会
制
民
主
主
義
を
尊
重
し
進

め
て
い
く
の
が
当
然
の
こ
と
だ
と
思
う
。

遠
　
矢　
今
後
も
住
民
へ
の
説
明
や
住
民

の
意
見
を
求
め
る
機
会
を
設
け
る
意
向
は
あ

る
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。

市
　
長　
財
政
状
況
と
か
進
捗
に
つ
い
て
、

そ
の
時
々
に
必
要
と
考
え
た
場
合
に
説
明
を

行
っ
て
い
く
。

畑
中
　
香
子 

議
員

畑
　
中　
市
長
の
意
見
書
に
つ
い
て
「
市

民
の
意
見
を
踏
ま
え
て
今
日
に
至
っ
て
い

る
」
と
の
こ
と
だ
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
で
の
「
豪
華
す
ぎ
る
、
縮
小
し
て
ほ
し

い
」
と
の
市
民
の
意
見
を
ど
う
分
析
し
て
い

る
の
か
。

財
政
課
長　
事
業
費
が
多
額
に
な
ら
な
い

よ
う
求
め
る
も
の
が
多
数
で
あ
っ
た
た
め
、

必
要
以
上
に
事
業
費
が
増
大
し
な
い
よ
う
念

頭
に
置
い
て
き
た
。

畑
　
中　
意
見
書
で
は
「
条
例
案
に
は
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
改
修
費
及
び
地
方
債

の
償
還
利
子
が
含
ま
れ
る
た
め
新
庁
舎
部
分

は
80
億
円
で
は
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、

市
民
は
新
庁
舎
部
分
の
み
の
金
額
を
問
題
と

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

市
　
長　
「
80
億
円
規
模
の
」
と
あ
る
の

が
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
想
定
し
て
い
る
か
、

し
て
い
な
い
か
、
自
分
は
署
名
を
実
施
し
た

人
間
で
は
な
い
た
め
わ
か
ら
な
い
。

庵
下
　
信
一 

議
員

庵
　
下　
議
案
第
36
号
の
市
長
意
見
書
に

つ
い
て
、
新
庁
舎
建
設
と
大
口
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修
を
別
々
に
行
う
よ
り

も
、
施
工
の
面
で
も
費
用
の
面
で
も
効
率
的

と
判
断
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
１
点
目
、

施
工
の
面
で
効
率
的
な
理
由
を
具
体
的
に
。

２
点
目
、
費
用
の
面
で
の
効
率
的
な
理
由
を
、

一
体
的
に
整
備
し
た
場
合
と
分
離
整
備
し
た

場
合
で
比
較
し
て
数
字
で
示
さ
れ
た
い
。
そ

れ
ぞ
れ
の
建
設
費
等
を
比
較
さ
れ
た
上
で
の

判
断
と
理
解
す
る
が
。

財
政
課
長　
施
工
面
で
の
理
由
は
、
資
材

置
き
場
の
確
保
や
建
設
作
業
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
、
来
庁
さ
れ
る
市
民
へ
の
危
険
性
な
ど
施

工
面
の
支
障
、
問
題
な
ど
が
あ
る
。
費
用
面

に
つ
い
て
は
、
8
0
0
0
㎡
か
ら
6
4
0
0

㎡
に
縮
減
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
当
然
、
費

用
の
面
で
有
利
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。

数
字
は
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

庵
　
下　
ど
の
レ
ベ
ル
で
比
較
さ
れ
て
こ

の
結
論
に
至
っ
た
か
を
伺
っ
て
い
る
。

財
政
課
長　
減
縮
の
面
積
が
あ
れ
ば
当
然

費
用
の
面
で
は
有
利
に
な
る
。
資
材
高
騰
、
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人
件
費
の
上
昇
等
も
あ
り
金
額
を
単
純
比
較

で
き
な
い
。
数
字
は
示
せ
な
い
。

庵
　
下　
単
独
で
や
る
よ
り
も
一
緒
に
や

っ
た
ほ
う
が
い
い
と
の
結
論
を
出
さ
れ
て
い

る
は
ず
だ
。
そ
の
こ
と
を
伺
っ
て
い
る
。

市
　
長　
二
つ
の
工
事
は
、
一
つ
の
業
者

が
一
体
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
費
が
ス
リ

ム
化
さ
れ
る
。
経
費
が
ス
リ
ム
化
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
は
、
建
築
の
関
係
で
仕
事
を
さ
れ

た
方
で
あ
れ
ば
誰
も
が
理
解
で
き
る
と
思
う
。

庵
　
下　
試
算
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
そ
れ
も
な
く
て
一
般
論
で
一
体

的
な
整
備
を
す
る
の
か
。

市
　
長　
経
費
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が
ら
進
め
て
き
て
い
る
。

計
算
し
て
な
い
と
か
そ
う
い
う
問
題
で
は
な

い
。庵

　
下　
試
算
的
な
も
の
は
な
い
と
思
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

星
野
　
元
興 

議
員

星
　
野　
当
議
案
に
付
さ
れ
た
意
見
書
内

に
、「
条
例
案
に
は
執
行
上
の
問
題
、
規
定

す
べ
き
内
容
の
不
足
、
条
文
間
の
不
整
合
な

ど
が
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
あ
る
が
、
具
体
的

に
は
何
を
指
す
の
か
。

総
務
課
長　
ま
ず
選
択
肢
と
し
て
の
前
提

条
件
の
問
題
、
そ
れ
か
ら
、
若
い
世
代
の
声

を
聞
い
て
か
ら
に
す
べ
き
と
い
う
条
例
制
定

請
求
書
の
要
旨
と
投
票
資
格
者
、
投
票
の
方

式
の
矛
盾
、
整
合
性
の
問
題
が
あ
る
。
さ
ら

に
第
２
条
第
２
項
、
同
条
第
１
項
の
二
つ
の

選
択
肢
の
中
で
の
住
民
の
自
由
な
意
思
と
し

て
の
選
択
肢
の
問
題
、
第
４
条
の
投
票
期
日

の
施
行
日
の
解
釈
、
施
行
日
の
設
定
の
在
り

方
の
問
題
、
第
15
条
の
市
長
及
び
市
議
会
の

住
民
投
票
の
結
果
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
す
る
と
こ
ろ
の
最
低
投
票
率
に
関
す

る
規
定
の
問
題
を
指
す
。

星
　
野　
「
80
億
円
規
模
が
前
提
条
件
で

な
い
」
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
答
弁
さ
れ

る
が
、
そ
の
点
も
含
め
、
住
民
投
票
の
対
象

な
の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長　
解
釈
に
疑
義
の
な
い
こ
と
が

最
低
限
必
要
な
こ
と
。
住
民
投
票
を
行
う
前

提
と
す
る
な
ら
ば
、
投
票
さ
れ
る
市
民
の
皆

様
が
同
じ
理
解
の
下
、
実
施
さ
れ
る
も
の
で

な
け
れ
ば
、
適
正
な
住
民
投
票
の
結
果
は
得

ら
れ
な
い
と
考
え
る
。

■
本
会
議
に
お
け
る
討
論

反
　
対　
岩
元
　
努 

議
員

80
億
円
規
模
の
計
画
の
事
実
が
な
く
選
択

肢
が
な
い
。
ま
た
、
本
年
４
月
22
日
に
契
約

議
案
が
議
決
さ
れ
た
後
の
住
民
投
票
は
時
期

が
遅
く
、
契
約
解
除
と
損
害
賠
償
請
求
の
リ

ス
ク
も
あ
る
。
前
例
と
な
れ
ば
入
札
に
業
者

が
応
じ
な
い
事
態
に
陥
り
、
公
共
施
設
の
維

持
管
理
・
更
新
が
で
き
な
い
。

賛
　
成　
星
野
　
元
興 

議
員

地
方
自
治
は
民
主
主
義
の
学
校
で
あ
る
。

伊
佐
市
の
将
来
像
を
考
え
る
こ
と
は
、
議
会

だ
け
の
仕
事
で
は
な
い
。
住
民
投
票
を
通
じ

て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
伊
佐
市
の
将
来
を

考
え
、
責
任
あ
る
決
断
が
で
き
る
機
会
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
賛
成
す
る
。

反
　
対　
福
本
　
千
枝
子 

議
員

平
成
31
年
に
は
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
の

概
要
版
が
示
さ
れ
、
そ
の
間
庁
舎
面
積
の
縮

小
な
ど
幾
度
と
な
く
検
討
を
続
け
、
や
っ
と

新
庁
舎
と
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
合
体
し
た

工
事
費
が
約
40
億
円
と
決
定
し
、
既
に
中
央

公
園
や
ト
イ
レ
の
移
設
等
の
工
事
が
進
ん
で

お
り
、
止
め
る
訳
に
は
い
か
な
い
。

賛
　
成　
庵
下
　
信
一 

議
員

新
庁
舎
建
設
と
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
大

規
模
改
修
に
住
民
の
意
思
を
明
確
に
す
る
住

民
投
票
条
例
の
制
定
を
求
め
て
提
出
さ
れ
た

5
3
2
6
筆
、
有
権
者
の
４
分
の
１
以
上
も

の
署
名
に
よ
る
直
接
請
求
の
結
果
は
重
く
、

尊
重
す
べ
き
で
あ
る
。

反
　
対　
緒
方
　
重
則 

議
員

私
自
身
及
び
周
囲
の
方
々
の
ご
意
見
、
ま

た
各
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
長
連
名
に

よ
る
建
設
へ
の
ご
意
思
な
ど
市
民
の
方
々
の

お
考
え
の
裏
付
け
の
下
、
こ
れ
ま
で
こ
の
事

業
は
止
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
申
し
上
げ
て

き
た
。
今
こ
こ
で
一
旦
立
ち
止
ま
り
住
民
投

票
を
行
う
こ
と
は
反
対
で
あ
る
。

賛
　
成　
畑
中
　
香
子 

議
員

住
民
は
公
式
な
発
表
に
よ
り
正
確
に
費

用
を
積
算
し
、
80
億
円
規
模
の
庁
舎
建

設
事
業
計
画
で
あ
る
こ
と
を
問
う
て
い
る
。

5
3
2
6
筆
の
署
名
は
大
変
重
い
。
市
長
は

議
決
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
住
民
の
理
解
を

得
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
直
接
請
求
も
大

事
な
民
主
主
義
の
制
度
で
あ
り
、
こ
れ
を
否

定
す
る
こ
と
は
民
主
主
義
の
否
定
で
あ
る
。

反
　
対　
前
田
　
和
文 

議
員

意
見
陳
述
で
現
庁
舎
跡
に
造
っ
た
ら
ど
う

か
と
の
文
言
が
あ
っ
た
。
そ
の
間
、
職
員
は

ど
こ
で
職
務
を
遂
行
す
る
の
か
が
問
題
だ
。

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修
・
庁
舎

建
設
を
、
同
時
並
行
的
に
で
き
る
物
理
的
な

広
さ
が
な
い
。
十
分
理
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
。賛

　
成　
遠
矢
　
寿
子 

議
員

賛
成
す
る
第
一
の
理
由
は
、
全
有
権
者
の

26
％
、
5
3
2
6
筆
も
の
署
名
が
あ
る
こ
と
。

第
二
に
、
住
民
投
票
の
結
果
に
は
既
に
さ
れ

た
契
約
の
効
力
を
無
効
に
す
る
よ
う
な
法
的

効
力
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。
第
三
に
、

議
会
と
し
て
は
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し

な
か
っ
た
こ
と
へ
の
反
省
に
立
ち
、
市
民
の

求
め
に
応
じ
住
民
投
票
の
機
会
を
設
け
る
の

が
筋
で
あ
る
。

■
採
決
の
結
果

　
賛
成
少
数
で
否
決

（
賛
成
）
星
野
・
遠
矢
・
庵
下
・
畑
中
議
員

（
反
対
）
村
岡
・
竹
原
・
武
本
・
岩
元
・

森
山
・
今
村
・
緒
方
・
前
田
・
久
保
・

柿
木
原
・
福
本
議
員
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　　令和６年　第２回　定例会　６月３日〜６月28日

議案番号等 件名・概要 審査委員会

議案
第42号

令和６年度伊佐市一般会計補正予算（第３号）
＜概要＞新庁舎建設及びふれあいセンター大規模改修工事に要する費用について、
工事発注が予定より遅れたため本年度分について減額の措置を講じ、それに係る財
源である繰入金及び市債を減額するもの。
<今回の補正額>５億8,840万円減額
<補正後の一般会計予算額>191億6,714万２千円

――

諮　問
第１号

人権擁護委員候補者の推薦について
＜概要＞現在、人権擁護委員である上薗信行氏が本年９月30日をもって任期満了
となるため引き続き候補者として推薦するもの。

――

請　願
第５号

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、2025年度政府予算に係る
意見書採択の請願について
＜概要＞2025年度政府予算編成において下記事項が実現されるよう、国の関係機
関への意見書提出を請願するもの。
１．中学・高校での35人学級を早急に実現すること。さらなる少人数学級につい

て検討すること。
２．学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配教員の増員や少数職

種の配置増など教職員定数改善を推進すること。
３．自治体で国の標準を下回る「学級編成基準の弾力的運用」の実施ができるよう

加配の削減は行わないこと。
４．複式学級を解消すること。
５．特別支援学級籍の子どもを交流学級でも在籍児童生徒数としてカウントするこ

と。
＜委員会審査の結果＞採択すべきもの。
＜採択後の措置＞６月28日、伊佐市議会の意見書として、議長名で衆参両院の議長、
内閣総理大臣、財務・総務・文部科学の各大臣に対して提出。

文教厚生

意見書
第９号

地方財政の充実・強化に関する意見書
＜概要＞地方公共団体には急激な少子高齢化による社会保障制度の整備や子育て施
策、地域活性化対策、感染症対策、大規模災害への対応など多岐にわたる課題とそ
れに伴う新たな役割が求められている。一方、地域公共サービスを担う人員は不
足している。これまでの政府の骨太方針2021に基づく財源確保では不十分であり、
今後はより積極的な財源確保が必要であることから、2025年度政府予算、また地
方財政の検討に当たり、日本全体として求められている賃上げ基調に相応する人件
費の確保まで含めた地方財政を実現するよう求めるもの。
＜採択後の措置＞６月28日、伊佐市議会の意見書として、議長名で衆参両院の議長、
内閣総理大臣の他、関係各大臣に対して提出。

――

主な質疑等なく全会一致で可決（同意）した議案、
採択した請願・意見書

主な質疑等なく全会一致で可決（同意）した議案、
採択した請願・意見書
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議案番号 件名・概要・主な質疑 審査委員会

議案
第37号

令和６年度伊佐市一般会計補正予算　第２号
＜今回の補正額＞１億1,138万１千円減額
＜補正後の一般会計予算額＞197億5,554万２千円
＜主な補正の内容＞
３/31の落雷により破損した大口庁舎の防災無線基地局修繕費　35万５千円
新庁舎建設に伴うネットワーク設計費用　99万円
新型コロナウイルスワクチン接種に要する経費　6,840万７千円
布計鉱山鉱害防止事業の計画変更に伴う減額措置　－１億9,100万円
農業用水路等長寿命化及び防災対策事業としての井堰改修工事費増額分　300万円
＜議案への質疑＞
（柿木原議員 ) 公害対策費補正額１億9,100万円減額について説明を。
（市長）現在、布計鉱山鉱害防止事業について地盤改良工事を中断している。以後
の流出防止対策は令和５年度繰り越し事業として九州産業保安監督部の助言を受け
ながら、本市が事業計画の見直し・変更を行い、監督部及び県の承認を得て施行し
た。令和６年度はコンサルタント会社による調査解析と予備設計を実施していると
ころ。
（柿木原議員）梅雨時期で、周囲の山は地表がむき出し、一昨年の豪雨もあるが、
堆積場内部の堆積土砂流出対策は大丈夫か。
（環境政策課長）５月末までに対策工事を完了。流出等もなく大雨対策には万全を
期している。
（柿木原議員）山野十曽土地改良区への報告や山野校区自治会長への説明ではどの
ような意見があったのか。
（環境政策課長）田植え前、梅雨入り前には流出対策を講じてほしい、対策工事の
進捗状況等の情報提供をしてほしいとの意見があったので、水質検査の結果や現場
の進捗状況等について随時情報提供を行った。大口土地改良区についても同様の内
容を説明した。　　　
（柿木原議員）農業費の工事請負費300万円について、場所・設計コンサルタント
会社を示せ。工事の原料の使用生コン量・鉄筋の有無・量を示せ。
（林務耕地課長）水之手川、木ノ氏地区内の山之口川との合流地点付近にある垣内
堰と渡瀬口堰で、設計コンサルタント会社は（有）坂口測量設計。生コン量２㎥、
鉄筋は集水用グレーチング鋼材約5,000kg。
（柿木原議員）工事の期間と、関係する農地面積は。
（林務耕地課長）10月から来年３月中旬を予定。受益面積は43.9ha。

予算決算

質疑を経て全会一致で可決した議案質疑を経て全会一致で可決した議案

垣内堰 渡瀬口堰
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議案番号 件名・概要・主な質疑 審査委員会

議案
第38号

工事請負契約の締結について

<概要>地方自治法及び条例の定めにより、予定価格１億5,000万円以上の工事は
議会の議決に付さなければならない契約であるため、議会の議決を求めるもの。

・契約の目的　　令和６年度伊佐市280MHz 帯デジタル同報無線システム
　　　　　　　　整備工事
・契約方法　　　指名競争入札※による契約（※発注者があらかじめ指名した事業

者だけが入札に参加できる方式）
・契約金額　　　３億9,270万円（消費税込み）
・契約の相手方　（株）九電工　鹿児島支店

＜主な質疑＞
（福本議員）整備内容は。
（総務課長）配信局、各地区に配置する屋外拡声子局、既存の菱刈地区にある無線
の転換を含めた整備工事。主配信局は大口庁舎で、副配信局は菱刈庁舎、大口消防
署に設置。

（庵下議員）指名競争入札とした理由は。
（総務課長）当該無線システム整備工事の受託可能業者は、総務省より280MHz
帯無線の認可を得ている東京テレメッセージ（株）の認定工事事業者として指定を
受けていることが前提条件のため。
（庵下議員）全国の自治体すべて東京テレメッセージで対応されているとの理解で
よいか。
（総務課長）東京テレメッセージ（株）工事の指定を受けている会社でなければこ
の工事ができないということで、このような形になるかと思う。280MHz 帯の無
線を入れる場合は、日本全国、東京テレメッセージの認定工事事業者でなければ工
事はできない。
（庵下議員）参加事業者と入札価格は。
（総務課長）入札参加は（株）九電工鹿児島支店と電気興業（株）の２社。入札価
格は消費税抜きで３億5,700万円と３億6,000万円。
（庵下議員）予定価格に対する落札率は。
（総務課長）97.8％。

――

配布予定の防災行政無線戸別受信機
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議案番号 件名・概要・主な質疑 審査委員会

議案
第39号

財産の取得について
<概要>地方自治法及び条例の定めにより、予定価格2,000万円以上の動産の買入
れは議会の議決に付さなければならない財産の取得であるため、議会の議決を求め
るもの。
・取得する財産　　防災行政無線戸別受信機
（１）防災ラジオ（標準タイプ）13,000台（２）防災ラジオ（文字表示型）200台
・契約の方法　随意契約（国や地方公共団体がする契約で、任意の相手方と競争入
札等の手法によらず決定する契約手法のこと。随契（ずいけい）と言われる。）
・取得金額　　　２億8,611万円
・契約の相手方　東京テレメッセージ（株）

<主な質疑>
( 福本議員 ) 戸別受信機は市内全世帯及び事業所に設置するとあるが、賃貸住宅も
含むのか。
( 総務課長 ) 市内に住所を有する全世帯、校区自治会の公民館、市の公共施設であ
る学校や体育施設、医療機関や福祉施設、市内の希望する事務所など、できる限り
多数の箇所に設置したい。
（福本議員）受信機設置の条例はつくるのか。
（総務課長）1台ずつ番号があり、防災係が管理し、退去するときは返還するとい
う規則を検討する。
（福本議員）各自治会にはコミュニティ無線があるが、連動しないか。
（総務課長）今回の受信機は緊急警報放送を受信する機能は持っていないが、J ア
ラートや緊急地震速報を受信する仕様で、速報が発せられた対象地域にダイレクト
に放送される。
（福本議員）整備工事はいつか。
（総務課長）来年3月末まで。戸別受信機は１月に配布予定。

（庵下議員）随意契約とした理由は。
（総務課長）280MHz 帯デジタル無線は、総務省の許可を得ている事業者が東京
テレメッセージ（株）の1社のみのため、中間マージン等が発生しない販売元の同
社と直接契約することで、市場価格と比較して有利な価格での契約が見込めたため。

――

議案
第40号

財産の取得について
<概要>地方自治法及び条例の定めにより、予定価格2,000万円以上の動産の買入
れは議会の議決に付さなければならない財産の取得であるため、議会の議決を求め
るもの。
・取得する財産　　消防ポンプ自動車1台
・契約の方法　　　指名競争入札による契約
・取得金額　　　　2,970万円（消費税込み）
・契約の相手方　　（株）KSB

<主な質疑>
（庵下議員）入札参加事業者と入札価格は。
（総務課長）入札参加事業者は鹿児島森田ポンプ（株）、（株）熊谷消防設備、（株）
KSB、（株）西部消防、（株）ナカムラ消防化学の5社で再々入札まで実施したが、
（株）熊谷消防設備と（株）西部消防は再入札と再々入札を辞退。再々入札価格で
鹿児島森田ポンプ（株）2,720万円、（株）KSB が2,700万円、（株）ナカムラ消防
化学2,830万円。（いずれも消費税抜きの価格）

――
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議案番号 件名・概要・主な質疑 審査委員会

議案
第41号

財産の取得について
<概要>地方自治法及び条例の定めにより、予定価格2,000万円以上の動産の買入
れは議会の議決に付さなければならない財産の取得であるため、議会の議決を求め
るもの。
・取得する財産　　小型動力ポンプ積載車2台
・契約の方法　　　指名競争入札による契約
・取得金額　　　　1,797万４千円（消費税込み）
・契約の相手方　　（株）ナカムラ消防化学　鹿児島営業所

<主な質疑>
（庵下議員）入札参加事業者と入札価格は。
（総務課長）鹿児島森田ポンプ（株）1,780万円、（株）熊谷消防設備1,840万円、
（株）KSB1,720万円、（株）西部消防1,796万円、（株）ナカムラ消防化学1,634
万円の５社（いずれも消費税抜きの価格）。

――
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番号等 件名・概要 審査委員会

報　告
第１号

令和５年度伊佐市一般会計予算継続費繰越計算書について
＜概要＞新庁舎建設事業の令和５年度の執行残額１億5,890万円を令和６年度に繰
り越し。

――

報　告
第２号

令和５年度伊佐市一般会計予算繰越明許費繰越計算書について
＜概要＞新庁舎建設事業ほか23事業の総額10億9,029万8,000円のうち、７億
7,733万2,000円を令和６年度に繰り越し。

――

報　告
第３号

菱刈泉熱開発有限会社経営状況について
【概要】令和６年３月末の給湯先件数は昨年度同様15件。給湯量は、１件の廃業
により、昨年度比較で90リットル減の毎分635リットル。

【業績について】
　資産の部：合計387万9,483円。負債及び資本の部：流動負債に未払費用８万円、
未払法人税等７万1,000円及び預り金７万2,000円、資本金に300万円、剰余金に
前期繰越利益66万9,319円、当期純利益マイナス１万2,836円の合計387万9,483円。

　損益計算書：営業損益の部の売上高は、旅館等に給湯している湯料で186万
6,800円、これから売上原価156万5,490円及び一般管理費24万3,193円を差し引
いた営業損益は５万8,117円の黒字。この営業損益に営業外損益を加えた経常利
益は５万8,164円、これから法人税及び住民税等７万1,000円を差し引いた当期利
益はマイナス１万2,836円となり、前期繰越損益を加えた当期未処分利益は65万
6,483円。

　株主資本等変動計算書：資本金は、伊佐市と住友金属鉱山㈱が30株ずつの計60
株保有。１株５万円。繰越利益剰余金の当期末残高は65万6,483円、株主資本及び
純資産の当期末残高は365万6,483円。

【第30期事業計画書について】売上高は173万9,000円、原価計は144万2,000円、
一般管理費は30万4,000円、営業利益はマイナス7,000円となり、これに法人税及
び住民税等７万1,000円を差し引いた当期利益はマイナス７万8,000円を見込んで
いる。今後も厳しい経営が予想されるが、引き続き経費の一層の節減を図るよう努
める。

――

本会議で報告されたもの本会議で報告されたもの
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き
。

■
採
決
の
結
果

　
賛
成
少
数
で
不
採
択

（
趣
旨
採
択
）
遠
矢
・
庵
下
・
武
本
・

畑
中
議
員

（
反
対
）
村
岡
・
星
野
・
竹
原
・
今
村
・

岩
元
・
森
山
・
緒
方
・
前
田
・
久
保
・

柿
木
原
・
福
本
議
員

※どうぶつ基金が推奨するＴＮＲ
Trap（トラップ）：捕獲すること
・猫がケガをしないように気を付ける
・連絡先、目的などを書いた紙をつける
Neuter（ニューター）：不妊手術のこと
・不妊手術済の目印として、猫の耳先をＶカット

します
Return（リターン）：元の場所に戻すこと
・猫ボランティアさんは術後経過観察をする
・猫には置き餌をせず、後片付けと掃除をする
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令和５年４月～令和６年３月分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

議員名
　　項目

交付額

内　訳
支出
合計 返納額

研修費 調査
研究費 会議費 資料

作成費
資料

購入費 広報費 広聴費 要望・陳情
活動費

村 岡 強 志 180,000 58,300 26,960 67,640 152,900 27,100

星 野 元 興 180,000 101,120 62,384 16,496 180,000 ０

竹 原 研 二 180,000 56,595 61,366 18,557 136,518 43,482

遠 矢 寿 子 180,000 180,000 180,000 ０

庵 下 信 一 180,000 82,164 97,836 180,000 ０

武 本 進 一 180,000 140,171 19,878 160,049 19,951

岩 元   努 180,000 52,436 62,384 114,820 65,180

森 山 良 和 180,000 62,388 30,811 17,820 111,019 68,981

今 村 謙 作 180,000 53,275 62,384 115,659 64,341

緒 方 重 則 180,000 142,360 5,540 5,475 14,439 167,814 12,186

前 田 和 文 180,000 146,059 12,660 20,581 700 180,000 ０

久 保 教 仁 180,000 127,414 26,186 26,400 180,000 ０

畑 中 香 子 180,000 20,000 117,736 137,736 42,264

柿木原榮一 180,000 4,000 4,000 176,000

福本千枝子 180,000 62,384 49,469 111,853 68,147

森 田 幸 一 180,000 73,719 25,125 66,000 164,844 15,156

総　計 2,880,000 1,179,313 449,790 ０ 223,042 75,855 349,212 ０ ０ 2,277,212 602,788

○政務活動費とは
議員の市政に関する調査研究に必要な経費の一部として交付されるものです。
伊佐市では議員一人あたり月額１万5,000円（年額18万円）が交付されています。
地方自治法の規定に基づき制定されている「伊佐市議会政務活動費の交付に関する条例」や規則により、適正に
取り扱っています。

○詳細の閲覧は
収支報告書はホームページで公開しています。
領収書等は、議会事務局（大口庁舎３階）で閲覧することができます。
日程調整等ありますので、事前にお問い合わせください。
・閲覧時間：８時30分から17時15分まで
（ただし、土日、祝日及び12月29日から１月３日を除く）

令和５年度 政務活動費 を報告します



一
般
質
問

“
市
政
を
問
う
”
　
　

　
10
人
が
一
般
質
問

伊佐市議会だより　2024 年（令和６年）第 63号 14

問 

本
市
の
消
防
団
員
の
減

少
が
、
か
な
り
目
立
っ
て
き

た
が
、
伊
佐
市
消
防
団
員
数

の
現
状
は
。

答 

消
防
団
の
担
い
手
不
足

は
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
私

生
活
の
優
先
な
ど
、
社
会
的

価
値
観
の
変
化
等
に
起
因

し
て
、
深
刻
な
状
況
で
あ

る
。
現
在
17
分
団
3
3
5
人

と
な
っ
て
お
り
、
条
例
定
数

3
9
4
人
に
対
し
59
人
少
な

い
状
況
で
あ
る
。

問 

総
務
省
消
防
庁
か
ら
、

消
防
団
員
が
や
り
が
い
を
持

て
る
環
境
づ
く
り
や
機
能
別

団
員
制
度
等
の
活
用
に
よ
る

負
担
軽
減
な
ど
、
消
防
団
の

さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
た
一

層
の
取
組
み
を
お
願
い
し
た

い
と
の
通
達
が
あ
っ
た
と
聞

い
て
い
る
が
、
消
防
団
員
の

減
少
に
つ
い
て
対
策
は
考
え

て
い
る
か
。

答 

消
防
団
員
の
減
少
対
策

に
つ
い
て
は
、
消
防
団
に
対

す
る
地
域
住
民
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
こ
と
や
消
防

団
員
の
皆
様
が
や
り
が
い
を

持
っ
て
活
動
で
き
る
環
境
づ

く
り
、
団
員
の
負
担
軽
減
な

ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
日
頃
か
ら
消

防
団
員
の
声
を
聴
い
て
お
ら

れ
る
分
団
長
を
中
心
に
幹
部

会
で
の
議
論
を
深
め
る
と
と

も
に
地
域
の
意
見
を
聴
き
な

が
ら
、
入
団
し
や
す
い
消
防

団
の
在
り
方
を
検
討
し
、
団

員
確
保
に
努
め
て
い
く
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表

選
手
に
対
し
て
の
対
応
は

問 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本

代
表
選
手
が
本
市
に
合
宿
に

来
て
い
る
が
、
障
が
い
者
に

対
す
る
対
応
は
ど
う
か
。

答 

施
設
整
備
を
し
っ
か
り

し
、
頻
繁
に
合
宿
に
来
て
い

た
だ
け
る
体
制
を
整
え
る
。

問 
市
民
へ
の
周
知
は
。

答 

地
元
新
聞
社
へ
の
取
材

依
頼
、
広
報
誌
へ
の
掲
載
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
横
断

幕
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど
一

層
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

問 

こ
れ
ま
で
多
く
の
議

論
を
重
ね
、
新
庁
舎
と
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
大
規
模

改
修
の
合
体
し
た
工
事
費

の
入
札
が
消
費
税
を
含
む

40
億
3
7
7
6
万
円
で
落
札

さ
れ
た
。
住
民
の
皆
さ
ん
に

入
札
結
果
や
工
事
費
の
大
ま

か
な
数
字
を
示
す
べ
き
で
は
。

答 

既
存
遊
具
等
の
撤
去
な

ど
や
造
成
工
事
費
と
継
続
費

64
億
3
0
0
0
万
円
を
合
計

す
る
と
65
億
9
9
0
0
万
円

に
な
る
。
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
分
の
17
億
9
0
0
0
万

円
を
引
く
と
新
庁
舎
分
は

48
億
円
と
な
る
。
数
年
後
、

輝
く
ま
ち
の
拠
点
と
な
る
よ

う
信
念
を
持
ち
な
が
ら
進
め

て
い
く
。

消
滅
可
能
性
自
治
体
に
な

ら
な
い
た
め
に
は

問 

国
は
「
若
者
の
雇
用
の

場
が
必
要
」
と
し
て
い
る
。

高
校
卒
業
や
大
学
進
学
で
出

て
行
く
が
、
卒
業
後
地
元
に

残
る
為
に
は
。
後
継
者
育
成

に
よ
る
、
稼
ぐ
農
林
畜
産
業

へ
の
支
援
対
策
は
。

答 

企
業
誘
致
活
動
を
行
い

地
元
企
業
へ
の
取
組
が
重
要

で
あ
り
、
大
口
高
校
・
伊
佐

農
林
高
校
生
を
対
象
に
市
内

企
業
見
学
会
も
実
施
し
て
い

る
。
令
和
元
年
度
以
降
、
新

規
就
農
者
26
名
の
う
ち
認
定

農
業
者
は
15
人
。
畜
産
は
飼

料
価
格
高
止
ま
り
と
子
牛
価

格
の
低
迷
に
よ
り
厳
し
い
。

持
続
で
き
る
農
業
の
環
境
を

つ
く
る
。

問 

国
は
「
若
い
女
性
の
就

労
が
鍵
だ
」
と
指
摘
。
本
市

の
女
性
の
就
業
率
、
出
生
率

は
。
出
生
率
を
上
げ
る
手
だ

て
は
。
子
供
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
や
特
別

支
援
学
校
の
分
置
な
ど
子
育

て
支
援
に
力
を
い
れ
て
い
る
。

「
子
育
て
日
本
一
」
を
掲
げ

移
住
促
進
に
つ
な
げ
な
い
か
。

答 

就
業
率
は
女
性
人
口
の

41
．９
％
、
5
5
0
2
人
。

出
生
率
は
1
．59
。
妊
娠
時

か
ら
育
児
ま
で
子
育
て
支
援

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
18

歳
に
至
る
ま
で
の
環
境
整
備

を
行
い
た
い
。
さ
ま
ざ
ま
な

学
ぶ
環
境
が
あ
り
、
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
体
制
が

整
え
ば
、
増
え
て
く
る
と
確

信
す
る
。

消
防
団
員
減
少
の
対

策
は

市
長
／
入
団
し
や
す
い
消
防
団
の
在

り
方
を
検
討
し
て
い
く

竹
原
　
研
二 

議
員 

新庁舎建設はいくらと
試算するか
市長／ふれあいセンター分を除くと48億円

福本　千枝子 議員 

小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は

教
育
長
／
会
員
の
話
し
合
い
の
中
で
、

無
理
な
く
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、

活
動
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

前
田
　
和
文 

議
員 
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“
市
政
を
問
う
”
　
　

　
10
人
が
一
般
質
問

一
般
質
問

問 

鳥
巣
地
区
に
あ
る
総
合

運
動
公
園
。
こ
の
施
設
も
50

年
以
上
が
経
過
し
、
建
物
が

か
な
り
老
朽
化
し
て
い
る
。

備
品
等
も
古
く
な
り
改
善
の

要
望
も
多
い
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答 

大
口
地
区
体
育
施
設

（
総
合
運
動
公
園
）
は
今
後

も
重
要
な
施
設
と
し
て
整
備

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
伊
佐
市
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
を
基
に
、

体
育
施
設
の
備
品
等
も
含
め

個
別
整
備
を
進
め
て
い
く
。

問 

国
の
支
援
制
度
「
か
わ

ま
ち
づ
く
り
」
を
活
用
し
、

湯
之
尾
地
区
の
旧
河
川
敷
で

サ
ッ
カ
ー
場
・
ラ
グ
ビ
ー

場
・
野
球
場
・
ス
ケ
ボ
ー

パ
ー
ク
な
ど
を
つ
く
り
、
空

い
た
土
地
に
駐
車
場
も
整
備

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
カ
ヌ
ー
競
技
場
も
近

く
、
湯
之
尾
地
区
に
は
温
泉
、

飲
食
宿
泊
施
設
が
あ
る
。
湯

之
尾
地
区
だ
け
で
な
く
、
伊

佐
市
全
体
へ
の
経
済
効
果
が

出
て
く
る
と
考
え
る
が
、
今

後
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

答 

湯
之
尾
地
区
の
旧
河
川

敷
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
検

討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
有
効

活
用
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ

れ
た
が
、
旧
河
川
敷
地
は
地

盤
が
弱
い
こ
と
に
よ
り
、
現

地
の
川
底
に
多
数
の
テ
ト
ラ

ポ
ッ
ト
が
投
入
さ
れ
て
い
る

た
め
、
湯
之
元
橋
の
改
修
に

絞
っ
た
道
路
整
備
の
み
を
行

っ
た
経
緯
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
等
の
建
設
に
旧
河
川
敷

を
整
備
し
て
も
、
安
全
性
の

確
保
が
で
き
な
い
た
め
難
し

い
と
考
え
る
。

問 

小
規
模
校
区
内
に
居
住

す
る
児
童
が
適
正
規
模
校
へ

の
入
学
及
び
転
入
の
際
の
許

可
理
由
に
つ
い
て
示
せ
。

答 

伊
佐
市
立
小
・
中
学
校

通
学
区
域
に
関
す
る
規
則
第

４
条
の
１
項
で
や
む
を
得
な

い
事
由
が
あ
る
場
合
に
許
可

を
し
て
い
る
。

問 

子
育
て
中
の
市
民
か
ら
、

大
口
小
学
校
に
比
べ
て
小
規

模
校
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

役
員
を
頻
繁
に
引
き
受
け
ざ

る
を
得
な
く
負
担
で
あ
る
か

ら
大
口
小
が
楽
だ
と
の
声
も

聞
く
が
、
見
解
を
示
せ
。

答 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
為
に
保

護
者
が
大
き
な
負
担
に
な
る

事
は
、
望
ま
し
く
な
い
。
本

当
に
子
ど
も
達
に
と
っ
て
価

値
の
あ
る
活
動
な
の
か
立
止

ま
っ
て
、
会
員
の
話
し
合
い

の
中
で
価
値
あ
る
残
し
た
い

活
動
、
ま
た
は
そ
う
で
も
な

い
も
の
を
取
捨
選
択
し
、
互

い
の
負
担
も
減
ら
し
な
が
ら
、

子
ど
も
の
幸
せ
に
向
け
て
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
年
度
の
市
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
つ
い
て

問 

市
民
大
会
の
計
画
や
、

種
目
に
つ
い
て
の
構
想
は
。

答 

実
行
委
員
会
と
協
議
を

重
ね
て
い
る
。
午
前
中
大
会

に
す
る
と
い
う
案
も
あ
る
が
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
は
決
定

し
て
い
な
い
。

　
一
般
市
民
や
子
育
て
世
帯

の
皆
様
に
負
担
が
か
か
ら
な

い
形
で
の
運
営
計
画
と
す
る

事
が
重
要
で
あ
る
と
、
考
え

て
い
る
。

小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は

教
育
長
／
会
員
の
話
し
合
い
の
中
で
、

無
理
な
く
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、

活
動
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

前
田
　
和
文 

議
員 

今後のスポーツ施設の
在り方は
市長／順次整備を進めていく

村岡　強志 議員 

昭和47年　建設中の総合体育館現在の総合体育館
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問 

今
後
の
人
口
減
少
を
鑑

み
る
と
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
教
育
の
強
化
は
必
須
で
あ

る
。
伊
佐
市
も
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
へ
の
移
行
時
期
が

近
づ
く
。
対
策
は
万
全
か
。

答 

伊
佐
市
立
小
・
中
学
校

情
報
通
信
技
術
環
境
整
備
基

金
を
積
み
立
て
て
お
り
、
機

器
更
新
の
財
源
は
確
保
し
て

い
る
。
今
後
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
を
総
括
し
、
端

末
選
定
を
行
う
。

問 

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導

入
な
ど
、
今
後
さ
ら
に
高
度

化
し
て
い
く
学
校
教
育
Ｄ
Ｘ
。

全
国
、
ど
こ
の
学
校
で
も
Ｄ

Ｘ
の
場
は
平
等
で
あ
る
。
都

市
部
の
学
校
に
劣
る
こ
と
の

な
い
よ
う
先
生
方
の
研
修
な

ど
、
対
策
は
十
分
か
。

答 
本
年
度
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

研
修
会
を
実
施
し
、
基
本
的

な
ア
プ
リ
の
操
作
研
修
会
を

行
っ
た
。
ま
た
、
探
求
学
習

の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
ツ
ー
ル
と

し
て
教
育
版
マ
イ
ン
ク
ラ
フ

ト
の
活
用
を
ス
タ
ー
ト
。
本

年
度
は
２
人
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
を
配
置
し
、
ト
ラ
ブ
ル
の

対
応
や
授
業
、
研
修
等
の
補

助
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
一
般
利

用
は
で
き
な
い
か

問 

現
在
、
公
共
交
通
の
空

白
地
が
全
国
各
地
で
問
題
視

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
対
策
の

一
環
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
一
般
客
が
利
用
で
き
れ

ば
、
市
民
の
利
便
性
は
格
段

に
向
上
す
る
と
考
え
る
。
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
活
用
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

答 

幹
線
バ
ス
や
市
内
バ
ス

路
線
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
や
通

常
の
タ
ク
シ
ー
運
行
を
組
み

合
わ
せ
、
市
内
全
域
を
対
象

と
し
て
事
業
者
間
で
連
携
し

な
が
ら
交
通
手
段
の
確
保
を

図
っ
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
バ

ス
は
通
学
用
で
あ
り
、
市
民

利
用
の
計
画
は
な
い
。

問 

大
口
、
菱
刈
両
庁
舎
と

も
今
よ
り
便
利
に
な
る
と
説

明
さ
れ
て
き
た
が
、
菱
刈
庁

舎
の
職
員
配
置
は
何
人
く
ら

い
の
構
想
か
。

答 

会
計
年
度
任
用
職
員
を

除
き
、
地
域
総
務
課
６
人
程

度
、
長
寿
介
護
課
分
室
３
人

程
度
、
仮
称
地
域
事
業
課
に

は
業
務
に
精
通
し
た
職
員
６

～
７
人
、
教
育
委
員
会
30
人

程
度
を
予
定
し
て
い
る
。

問 

昨
年
の
９
月
議
会
で
、

陳
情
の
あ
っ
た
「
菱
刈
庁
舎

を
支
所
と
し
て
明
確
に
位
置

付
け
て
頂
く
こ
と
」
と
い
う

部
分
が
採
択
さ
れ
た
。
な
ぜ

速
や
か
に
そ
の
実
現
を
図
ら

な
い
の
か
。

答 

現
在
、
菱
刈
庁
舎
で
取

り
扱
う
業
務
の
精
査
及
び
検

討
を
進
め
て
い
る
。
業
務
内

容
に
つ
い
て
示
せ
る
タ
イ
ミ

ン
グ
で
支
所
条
例
を
上
程
し

た
い
と
昨
年
12
月
議
会
で
説

明
し
た
。
大
口
庁
舎
と
同
様

の
業
務
を
取
り
扱
い
、
サ
ー

ビ
ス
が
向
上
す
る
よ
う
検
討

中
。
市
役
所
組
織
全
体
の
検

討
も
並
行
し
て
行
う
必
要
が

あ
る
。
支
所
条
例
は
制
定
す

る
方
針
だ
が
、
今
し
ば
ら
く

時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

問 

市
長
は
以
前
、
給
食
費

無
償
化
の
予
定
は
な
い
と
答

弁
さ
れ
た
が
、
現
在
は
ど
う

か
。答 

昨
年
12
月
公
表
の
子
ど

も
未
来
戦
略
で
、
国
は
無
償

化
実
現
に
向
け
て
具
体
的
方

策
を
検
討
す
る
方
針
を
示
し

た
。
ま
た
、
社
会
の
趨
勢
か

ら
給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て

前
向
き
に
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
る

と
考
え
が
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。

Nネ

ク

ス

ト

E
X
T 

G
ギ

ガ

I
G
A

対
策
は
万
全
か

市
長
／
機
器
更
新
の
財
源
は
確
保
済
み

星
野
　
元
興
　 

議
員 

菱刈庁舎を支所とする条例は？
市長／制定する方針である

遠矢　寿子 議員 

忠
元
公
園
桜
ま
つ
り
に

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
用
を

市
長
／
観
光
地
、
経
験
か
ら
長
く
待

た
さ
れ
る
の
は
当
た
り
前

庵
下
　
信
一 

議
員 
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般
質
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問 

若
者
の
都
市
部
へ
の
流

出
を
防
ぐ
方
法
に
つ
い
て
、

見
解
を
伺
う
。

答 

若
い
方
々
に
、
伊
佐
市

の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
く

た
め
に
は
、
地
域
資
源
の
活

用
を
推
進
す
る
こ
と
で
地
域

魅
力
向
上
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
具
体
的
な
取
組

み
と
し
て
、
地
域
住
民
と
若

者
と
の
交
流
を
促
進
す
る
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
等
や
、
経
済

的
な
面
で
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
等
へ
の
効
果
的
な
支
援

に
よ
り
、
若
者
が
参
入
し
や

す
い
環
境
の
整
備
や
市
内
企

業
へ
の
支
援
を
す
る
。
ま
た
、

企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
場

の
確
保
や
、
起
業
し
や
す
い

環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
支

援
等
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

問 

価
値
観
の
多
様
性
や
結

婚
の
晩
婚
化
と
言
わ
れ
る
現

在
で
あ
る
。
経
済
的
な
理
由

な
ど
に
よ
り
結
婚
を
た
め
ら

っ
て
い
る
結
婚
適
齢
期
世
代

の
方
が
、
安
心
し
て
結
婚
し

よ
う
と
思
う
に
は
、
何
が
必

要
と
考
え
る
か
伺
う
。
ま
た
、

Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
で
本

市
に
定
住
し
た
い
と
思
っ
て

も
ら
え
る
た
め
の
手
だ
て
を

伺
う
。

答 

今
年
度
か
ら
婚
姻
に
伴

い
新
し
い
生
活
を
始
め
る
た

め
の
住
居
に
関
す
る
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
国
の
補
助
事

業
を
活
用
し
、
新
婚
新
生
活

支
援
事
業
を
開
始
し
て
い

る
。
他
に
出
会
い
の
場
と
し

て
、
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
「
い

さ
え
ん
」
が
開
催
さ
れ
た
な

ら
、
行
政
と
し
て
支
援
を
し

て
い
く
。
ま
た
、
Ｕ
タ
ー

ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
移
住
定

住
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
が
受
け
入

れ
る
と
い
う
姿
勢
、
移
住
者

間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
子
育

て
世
帯
の
悩
み
相
談
で
の
仲

間
づ
く
り
等
の
人
的
環
境
な

ど
、
総
合
力
で
行
う
こ
と
が

大
事
と
考
え
る
。

問 

新
型
コ
ロ
ナ
５
類
移
行

後
の
忠
元
公
園
桜
ま
つ
り
の

来
園
者
数
に
つ
い
て
、
発
生

前
の
令
和
元
年
と
の
比
較
は
。

答 

正
確
な
数
値
の
把
握
は

困
難
だ
が
、
携
帯
電
話
の
位

置
情
報
デ
ー
タ
や
駐
車
場
の

稼
働
状
況
か
ら
令
和
元
年
度

約
2
5
0
0
0
人
、
今
年
度

約
2
7
0
0
0
人
で
あ
る
。

問 

コ
ロ
ナ
前
よ
り
も
増
え

て
う
れ
し
い
こ
と
で
は
あ
る

が
、
一
方
で
私
有
地
に
車
を

停
め
て
い
く
方
も
い
た
と
聞

い
た
が
、
4
8
0
台
分
の
駐

車
場
で
不
足
を
し
て
い
た
の

か
。答 

み
ど
り
保
育
園
前
の
臨

時
駐
車
場
1
0
0
台
は
、
坂

道
を
上
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

ほ
と
ん
ど
利
用
が
な
か
っ
た
。

問 

桜
ま
つ
り
に
行
か
れ
た

方
か
ら
「
駐
車
場
に
入
れ
ず

引
き
返
し
た
」「
他
に
も
引

き
返
す
車
が
い
た
」
と
聞
い

た
。「
広
報
い
さ
」
６
月
号

に
入
り
口
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
化
粧
直
し
を
施
し
、
以
前

の
よ
う
に
制
限
な
し
で
桜
ま

つ
り
が
実
施
で
き
た
と
、
市

民
の
方
の
感
謝
の
気
持
ち
が

つ
づ
ら
れ
て
い
る
。「
市
民

み
ん
な
で
、
お
も
て
な
し

を
」
と
の
思
い
を
感
じ
る
が
、

イ
ベ
ン
ト
当
日
に
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
運
行
は
で
き
な
い
か
。

答 

歩
い
て
公
園
に
上
が
っ

て
い
く
意
識
が
あ
れ
ば
、
み

ど
り
保
育
園
前
の
駐
車
場
に

停
め
て
い
か
れ
る
と
思
う
。

あ
る
意
味
引
き
返
す
の
は
や

む
を
得
な
い
。
い
ろ
ん
な
観

光
地
に
行
っ
た
経
験
が
あ
る

が
、
長
く
待
た
さ
れ
る
の
は

当
た
り
前
。
逆
に
賑
わ
っ
て

い
い
な
と
い
う
印
象
を
持
つ
。

こ
の
整
備
で
十
分
だ
と
思
う
。

問 

来
年
も
途
中
で
引
き
返

す
車
が
出
て
く
る
か
も
し
れ

な
い
。
近
く
に
駐
車
場
の
確

保
が
難
し
け
れ
ば
、
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
出
す
考
え
は
な
い

か
。答 

平
成
30
年
ま
で
は
、
大

口
元
気
こ
こ
ろ
館
か
ら
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
て
い
た

が
、
利
用
者
が
少
な
く
運
行

を
取
り
や
め
た
。
伊
佐
市
観

光
特
産
協
会
と
来
客
ピ
ー
ク

時
の
対
応
を
協
議
し
、
来
年

に
向
け
て
改
善
を
図
り
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

　
市
有
地
の
有
効
活
用
に
つ

い
て

少子化対策を推進するために
市長／包括的に取り組むことが重要

武本　進一 議員 

忠
元
公
園
桜
ま
つ
り
に

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
用
を

市
長
／
観
光
地
、
経
験
か
ら
長
く
待

た
さ
れ
る
の
は
当
た
り
前

庵
下
　
信
一 

議
員 



一
般
質
問

“
市
政
を
問
う
”
　
　

　
10
人
が
一
般
質
問

伊佐市議会だより　2024 年（令和６年）第 63号 18

問 

※
8
0
5
0
問
題
や
教

育
格
差
問
題
、
身
寄
り
問
題

な
ど
福
祉
問
題
が
多
様
化
、

複
雑
化
し
て
い
る
現
状
に
お

い
て
、
生
活
が
困
窮
し
て
い

る
方
へ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
と
も
思
わ
れ
る
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
伊
佐
市
と
し
て
の
重
要

性
や
必
要
性
の
認
識
は
。

答 

市
民
生
活
や
価
値
観

の
変
化
、
多
様
化
に
よ
り
、

8
0
5
0
問
題
や
身
寄
り
問

題
な
ど
福
祉
分
野
に
お
け
る

課
題
も
複
雑
化
、
多
様
化
し

て
い
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
や
世

界
的
情
勢
不
安
な
ど
に
起
因

す
る
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
、

生
活
に
不
安
を
抱
え
て
い
る

市
民
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
生

活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
人

で
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る

方
を
対
象
と
し
て
実
施
す
る

も
の
で
あ
り
、
市
民
か
ら
の

相
談
な
ど
に
対
し
、
多
様
な

視
点
か
ら
取
り
組
む
べ
き
事

業
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問 

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
支
援

と
い
え
る
か
。
現
状
を
踏
ま

え
て
、
相
談
支
援
に
必
要
な

今
後
の
課
題
は
。

答 

主
任
相
談
支
援
員
は
社

会
福
祉
士
等
の
専
門
的
な
知

識
を
持
つ
者
が
対
応
す
べ
き

で
あ
る
こ
と
や
、
家
計
改
善

支
援
事
業
を
行
う
た
め
に
は

事
業
従
事
者
養
成
研
修
課
程

を
修
了
し
た
者
が
長
期
的
、

継
続
的
に
従
事
す
る
べ
き
で

あ
る
。
し
か
し
、
職
員
は
定

期
的
な
異
動
が
あ
る
た
め
、

長
期
継
続
的
な
支
援
と
い
う

と
こ
ろ
で
は
若
干
課
題
が
あ

る
。

　
今
後
は
医
療
、
福
祉
人
材

の
確
保
が
厳
し
く
な
り
、
人

材
確
保
と
継
続
し
た
支
援
の

た
め
の
体
制
づ
く
り
、
予
算

獲
得
が
課
題
と
な
る
。

　
関
係
機
関
と
連
携
し
、
市

民
の
生
活
上
の
困
り
ご
と
に

対
応
し
て
い
く
。

※
8
0
5
0
（
ハ
チ
マ
ル
ゴ

ウ
マ
ル
）
問
題

　
80
代
の
親
が
50
代
の
子
ど

も
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に
、

経
済
的
・
精
神
的
に
大
き
な

負
担
を
負
う
社
会
問
題
の
こ

と

問 

住
民
投
票
条
例
議
案

に
対
す
る
市
の
意
見
書
は

「
80
億
円
の
庁
舎
建
設
を
計

画
し
た
こ
と
は
な
い
。
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
は
別
」
と
の

こ
と
だ
が
、
昨
年
の
継
続
費

可
決
後
、
市
民
に
別
々
だ
と

説
明
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
の

か
。
総
事
業
費
は
、
い
く
ら

か
。答 

令
和
５
年
９
月
４
日

の
議
会
で
、
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
の
改
修
費
と
し
て

17
億
9
0
0
0
万
円
と
説
明

し
た
。
総
事
業
費
は
現
時
点

で
は
見
込
め
な
い
数
字
、
積

算
が
出
来
て
い
な
い
た
め
示

せ
な
い
。

　
問 

基
本
計
画
段
階
で
土
地

取
得
費
や
設
計
費
・
外
構

費
・
備
品
類
・
移
転
費
等
合

わ
せ
て
40
億
と
さ
れ
て
い
た

が
、
今
に
な
っ
て
「
事
業
費

は
ど
の
部
分
を
費
用
と
し
て

示
す
の
か
難
し
い
」「
庁
舎

建
設
費
用
は
48
億
円
」
と
市

民
に
説
明
す
る
の
は
、
都
合

よ
く
切
り
取
っ
て
安
く
見
せ

て
い
る
の
で
は
。「
示
せ
な

い
」
と
は
、
執
行
済
み
や
予

算
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
も

か
。答 

こ
れ
ま
で
執
行
さ
れ
た
、

ま
た
は
予
算
化
さ
れ
た
金
額

の
合
計
が
80
億
を
超
え
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
ど
う

答
え
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。

問 

令
和
４
年
12
月
議
会
で

「
現
状
の
計
画
規
模
の
ま
ま

で
事
業
費
が
80
億
・
90
億
に

高
騰
す
る
こ
と
は
考
え
に
く

い
」「
そ
の
時
に
は
市
の
事

業
全
体
に
つ
い
て
見
直
し
が

必
要
に
な
る
」
と
答
弁
し
て

い
る
。
80
億
を
超
え
た
場
合
、

市
長
は
責
任
を
取
る
考
え
か
。

答 

予
算
で
認
め
て
い
た
だ

い
た
金
額
を
足
せ
ば
、
お
お

よ
そ
の
金
額
は
予
想
が
立
つ
。

何
も
隠
し
て
は
い
な
い
。

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
助

成
に
つ
い
て

問 

高
額
な
補
聴
器
購
入
へ

の
助
成
が
全
国
で
1
3
8
自

治
体
に
広
が
っ
て
い
る
。
本

市
で
の
検
討
は
。

答 

現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ

い
て

・
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に

つ
い
て

80億円を超えた場合の
責任は
市長／どういう責任を取るのかがわからない

畑中　香子 議員 

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

事
業
の
取
組
は

市
長
／
福
祉
課
保
護
係
を
中
心
に
相

談
支
援
を
行
っ
て
い
る

岩
元
　
努 

議
員 



　
神
奈
川
県
か
ら
家
族
４
人
で
伊
佐

市
に
移
住
し
た
の
は
２
０
２
３
年
３

月
。
移
住
す
る
な
ら
古
民
家
に
住
み

た
い
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た

と
こ
ろ
、「
こ
こ
が
い
〜
さ
」
の
古

民
家
に
一
目
惚
れ
し
、
伊
佐
市
に
移

住
。
住
ん
で
み
た
伊
佐
市
の
印
象
は

「
何
も
な
い
け
ど
全
部
あ
る
。
有
名

観
光
都
市
や
交
通
要
所
で
は
な
い
こ

の
伊
佐
市
に
は
、
大
自
然
と
稲
作
を

中
心
と
し
た
文
化
と
人
の
温
か
さ
と

い
う
都
会
で
は
体
験
で
き
な
い
豊
か

な
時
間
、
そ
の
全
て
が
あ
る
」
と
実

感
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
現
在
、
購
入
し
た
古
民
家
を
自
身

で
改
修
工
事
を
し
な
が
ら
、
炭
素
還

元
農
法
と
い
う
無
農
薬
無
施
肥
の
野

菜
栽
培
と
稲
作
で
の
自
給
自
足
に
挑

戦
し
て
お
り
、
ご
自
身
達
と
同
じ
よ

う
な
移
住
希
望
者
へ
、
そ
の
経
験
を

生
か
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た

い
と
の
こ
と
。

　
大
隅
さ
ん
ご
家
族
は
、
伊
佐
市
で

の
田
舎
暮
ら
し
体
験
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
Ｘ
：
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
で
日
々
配

信
を
し
て
い
て
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
は

現
在
約
１
．２
万
人
。「
そ
れ
だ
け
田

舎
暮
ら
し
に
関
心
が
あ
る
人
が
多
い

と
い
う
こ
と
で
す
ね
」
と
自
然
の
中

で
生
き
る
こ
と
の
潜
在
需
要
を
捉
え

て
い
る
と
言
い
ま
す
。
そ
う
し
た
需

要
を
少
し
で
も
こ
の
伊
佐
市
に
繋
げ

た
い
と
、
伊
佐
の
自
然
と
文
化
の
豊

か
さ
に
加
え
、
自
分
達
の
自
給
自
足

生
活
を
一
緒
に
体
験
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
し
た
古
民
家
で
奥

さ
ん
が
作
る
薬
草
や
麹
、
自
家
製
無

農
薬
野
菜
料
理
を
提
供
す
る
民
泊
施

設
を
今
年
の
秋
か
ら
開
業
予
定
。

「
元
々
こ
の
地
に
あ
る
自
然
や
食
や

農
の
叡
智
を
移
住
者
目
線
で
見
つ
け

て
習
得
し
、
同
じ
考
え
を
持
つ
仲
間

と
繋
が
っ
て
、
昔
な
が
ら
の
結
（
ゆ

い
）
を
復
活
さ
せ
た
い
」
と
伊
佐
で

生
き
る
喜
び
と
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

議員表彰おめでとうございます
全国市議会議長会から、永年勤続議員として表彰され、６月定例会で、
表彰状の伝達が行われました。

議員25年以上
柿木原　榮一議員

議員25年以上
福本　千枝子議員

議員15年以上
緒方　重則議員

大隅哲也さんの
Ⅹアカウント：無為自然

10
神
奈
川
県
か
ら
伊
佐
市
に
移
住

大
隅
哲
也
さ
ん
一
家
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令和６年
第３回定例会のお知らせ

○本会議は午前10時開会です。
９月
４日 （水） 本会議　招集日

10日（火） 本会議（２日目）一般質問

11日（水） 本会議（３日目）一般質問

12日（木） 本会議（４日目）一般質問

17日（火） 本会議（５日目）総括質疑

18日（水）
文教厚生委員会（９時から）

総務産業委員会（13時30分から）

19日（木） 一般会計予算決算委員会（9時から）

25日（水） 本会議（６日目）

27日（金）
総務産業委員会（決算）（９時から）

文教厚生委員会（決算）（13時30分から）

30日（月） 一般会計予算決算委員会（決算）（9時から）

10月
１日 （火） 一般会計予算決算委員会（決算）（9時から）

２日 （水） 一般会計予算決算委員会（決算）（9時から）

11日（金） 本会議（最終日）

※日程は変更になることがあります。
　詳しくは議会事務局（☎23-1335）に
　お問い合わせください。

「伊佐市議会だより」
で、議会のさまざまな情
報をお伝えしています。
編集・発行責任者
　議　　長　森田　幸一
議会広報等特別委員会
　委 員 長　遠矢　寿子
　副委員長　畑中　香子
　委　　員　竹原　研二
　　　　　　岩元　努
　　　　　　庵下　信一
　　　　　　武本　進一

議会を自宅等のインター
ネットでも視聴できます。
（市議会の生中継や録画を映
像配信しています）
　【伊佐市ホームページ】
　　　　　　↓
　　　【行政・議会】
　　　　　　↓
　　　　　　　　【議会】
　　　　　　　　　↓

【議会インターネット映像中継】
大口庁舎、菱刈庁舎、まごし
館では議会ライブ中継をご覧
になれます。

お詫びと訂正
伊佐市議会だより第62号、８ページ「議案第10 

号国民健康保険事業特別会計予算」における賛成討
論について誤りがありました。お詫びして訂正いた
します。

大変申し訳ございませんでした。

誤）賛成　緒方重則議員
国保事業は国民の命を守る制度である。令和６年

度は５年度に比べて法定外繰り入れも600万円減の
3,300万円であるが、国保会計は厳しい。特定検診
を受け、病気の早期発見、早期治療が医療費を下げ
る要因である。特定検診の勧奨に努力しており、６
年度は対象外の39歳を対象として特定検診を行うな
ど病気の早期発見に努力している。
正）賛成　福本千枝子議員

世帯数の減と団塊の世代が後期高齢者医療への移
行により、保険税としての歳入も減少し一般会計か
らの繰入も必要である。しかし、特定健診の勧奨、
特に今回は39歳を対象に健診を行なうことで病気の
早期発見に努力するなど評価できる。

お詫び
通常は月初めの「広報いさ」と同時に定例会日程

及び各議員の一般質問内容をお知らせするチラシを
お届けしておりますが、９月議会は配布日程が合わ
ないため、チラシのお届けがありません。ご了承く
ださい。

各議員の一般質問内容や予定日等は伊佐市ホー
ムページをご覧いただくか、議会事務局（電話23-
1335）までお問合せください。

＊
編
集
後
記
＊

＊
編
集
後
記
＊

毎
年
、
梅
雨
の
時
期
に
な
る
と
豪
雨
に
よ
る
災
害
が
心
配
に
な
り
ま

す
。
特
に
こ
の
数
年
で
も
線
状
降
水
帯
発
生
に
よ
り
、
本
市
で
も
内
水

氾
濫
が
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
街
に
は
全
国
展
開
を
し
て
い
る
コ
ン
テ
ナ
ホ
テ
ル
が
あ

り
、
営
業
部
長
の
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
２
月
に
鹿
児
島
県
で
初
め
て
「
レ
ス
キ
ュ
ー
ホ
テ

ル
」
と
し
て
伊
佐
市
と
災
害
協
定
を
結
ば
れ
た
そ
う
で
す
。
通
常
の
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
か
ら
災
害
時
は
緊
急
避
難
所
・
仮
設
宿
泊
所
と
し
て
の

利
用
に
な
る
よ
う
で
す
。

備
え
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。武

本
　
進
一

63号の表紙は
第３回臨時議会の傍聴席の様子です


